
   

    

             

 
 

 

存
思
・
守
一
・
内
視 

  

存
思
、
守
一
、
内
視
と
い
う
方
法
は
道
家
気
功

成
仙
術
で
約
１
８
０
０
年
前
に
流
行
し
た
功
法
で

す
。 理

論
の
基
礎
で
は
、
身
は
独
立
し
て
存
在
す
る

も
の
で
は
な
く
、
必
ず
精
神
意
識
と
互
い
に
依
頼

す
る
も
の
と
あ
り
ま
す
。
精
神
が
あ
る
肉
体
は
生

命
活
力
が
あ
る
身
で
す
。 

 

存
思
は
又
、
存
想
と
も
言
い
ま
す
。 

 

特
定
の
対
象
物
に
閉
目
静
思
し
ま
す
。
肉
眼
で

見
な
い
で
意
念
で
観
て
い
き
ま
す
。 

補
助
手
段
と
し
て 

浴
面
を
す
る
。（
両
手
の
平
の
気
で
顔
を
洗
う
） 

咒
語
を
読
む
。 

気
を
飲
む
。（
意
念
で
見
や
す
い
方
法
） 

静
坐
を
始
め
る
。 

東
向
き
、
浴
面
、
閉
目
静
思
特
定
対
象
。 

９
回
気
を
呑
む
。
三
丹
田
に
気
を
入
れ
る
。 

 

存
思
の
最
高
レ
ベ
ル
は
予
知
能
力
を
高
め
、
未

来
を
予
知
し
、
悪
運
と
離
れ
、
長
生
と
健
康
を
得

る
こ
と
で
す
。 

存
思
の
一
番
重
要
な
こ
と
は
意
念
集
中
で
す
。

意
念
の
集
中
が
無
け
れ
ば
感
じ
ま
せ
ん
。
見
え
ま

せ
ん
。
感
覚
が
出
る
こ
と
は
精
力
集
中
の
お
陰
で

す
。
感
覚
が
あ
る
と
精
力
集
中
を
長
く
練
習
す
る

こ
と
で
必
ず
気
が
見
え
ま
す
。
図
像
が
は
っ
き
り

見
え
て
き
ま
す
。
理
解
能
力
を
高
め
、
精
神
爽
快
、

身
の
疲
れ
を
知
ら
な
い
身
体
無
倦
に
な
り
ま
す
。 

 

存
思
が
上
達
す
る
と
内
視
が
出
来
ま
す
。
存
思

の
練
習
で
同
時
に
内
視
能
力
が
出
来
て
き
ま
す
。

人
体
の
中
に
は
魂
が
多
い
で
す
。
五
臓
の
中
に
魂

が
あ
り
ま
す
。
内
視
の
修
練
を
す
る
と
は
っ
き
り

自
分
の
体
内
の
五
臓
六
腑
が
見
え
ま
す
。 

 

守
一
は
一
つ
の
物
に
意
念
集
中
す
る
事
で
す
。

守
一
の
最
高
レ
ベ
ル
は
気
が
見
え
ま
す
。
気
が 

身
に
長
く
存
在
す
る
と
長
生
不
老
に
な
り
ま
す
。

“
一
”
は
宇
宙
自
然
万
事
万
物
の
始
め
と
規
律 

で
す
。“
一
”
に
う
ま
く
集
中
す
る
と
生
死
を
超
越 

出
来
ま
す
。
気
功
で
は
守
一
の
修
練
を
特
に
大
切 

に
し
て
い
ま
す
。 
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存
思
、
内
視
、
守
一
の
功
法
の
中
で
は
、
昔
か

ら
神
様
の
ご
守
護
を
祈
る
方
法
や
秘
密
的
体
験
の

部
分
も
あ
り
ま
す
。
個
人
差
に
も
よ
り
ま
す
が
、

精
神
を
集
中
す
る
こ
と
で
多
く
の
不
思
議
な
体
験

が
あ
り
ま
す
。
入
静
す
る
と
、
す
べ
て
の
こ
と
を

忘
れ
て
精
神
愉
快
、
身
体
健
康
の
効
果
が
出
て
き

ま
す
。 

  

 仙
薬
と
医
薬 

気
功
練
功
の
目
標
は
、
楽
し
み
に
生
存
、 

長
寿
を
達
成
す
る
こ
と
で
す
。
人
の
寿
命

と
健
康
は
気
功
練
功
の
中
心
内
容
で
す
。

一
生
懸
命
に
人
体
免
疫
力
を
高
め
、
長
生

不
老
の
方
法
と
道
を
尋
ね
る
こ
と
は
気

功
の
使
命
で
す
。
そ
し
て
医
道
は
ず
っ
と
長
生
不

老
、
羽
化
成
仙
の
重
要
分
野
で
す
。
気
功
の
修
練

者
は
医
道
も
兼
修
し
ま
す
。 

中
国
古
代
は
医
、
道
は
分
け
ま
せ
ん
で
し
た
。 

神
仙
家
た
ち
は
医
術
も
上
手
で
す
。
漢
方
薬
を
上
、 

中
、
下
の
品
質
に
分
類
す
る
方
法
も
神
仙
家
た
ち 

に
よ
る
も
の
で
す
。 

漢
代
約
２
０
０
０
年
前
、
医
師
と
気
功
師
は
分
け 

ま
せ
ん
で
し
た
。
道
家
練
功
書
は
同
時
に
医
学
書 

で
も
あ
り
ま
し
た
。
医
法
は
た
く
さ
ん
の
神
仙
養 

生
方
法
と
言
え
ま
す
。 

宋
代
約
１
０
０
０
年

前
に
中
医
学
、
中
医

薬
学
は
神
仙
術
の
中

か
ら
分
離
さ
れ
ま
し

た
。
医
道
は
練
功
術

の
一
つ
で
す
。
最
初
、

漢
方
薬
の
目
的
は
長

生
不
老
の
薬
を
捜
す

こ
と
で
し
た
。
神
仙

家
た
ち
は
“
不
死
の

薬
”
が
存
在
す
る
こ 

と
を
信
じ
て
い
ま
し
た
。
皆
は
仙
人
た
ち
の
住
ん

で
い
る
仙
島
、
仙
境
へ
行
き
ま
し
た
。 

中
国
最
早
の
薬
本
《
神
農
本
草
経
》
は
仙
草
の

辞
典
で
す
。
仙
薬
に
つ
い
て
一
番
細
か
い
の
は
晋

代
紀
元
３
０
０
年
、
葛
洪
の
《
仙
薬
》
で
す
。 

本
の
中
で
、
良
い
薬
は
安
身
延
命
の
効
果
が
あ
り
、

長
く
続
け
て
服
用
す
れ
ば
仙
人
に
な
り
、
一
般
の

薬
は
健
康
を
守
り
、
病
気
を
治
す
と
あ
り
ま
す
。 

葛
洪
は
《
神
農
本
草
》
の
思
想
を
吸
収
し
て
薬 

の
“
仙
効
”
に
よ
っ
て
品
質
の
上
中
下
ラ
ン
ク
付

け
を
し
ま
し
た
。
上
品
は
だ
い
た
い
金
、
石
、
鉱

物
、
中
品
は
芝
類
、
霊
芝
、
石
芝
、
木
芝
、
草
芝
、

肉
芝
、
以
上
の
五
芝
は
人
間
世
界
の
稀
有
の
物
で

深
山
密
林
大
海
絶
域
の
所
に
あ
る
動
植
物
で
あ
り
、 

取
り
に
く
い
で
す
。
下
品
は
普
通
レ
ベ
ル
の
仙
薬 

で
、
例
え
ば
、
枸
杞
、
黄
芪
、
天
門
冬
、
茯
苓
、 

胡
麻
な
ど
４
０
０
種
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
今
の 

漢
方
薬
の
基
本
で
す
。
漢
方
薬
は
薬
用
の
価
値
が 

高
い
で
す
。
安
神
、
健
身
、
治
病
効
果
が
あ
る
と 

現
代
科
学
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

仙
薬
の
上
、
中
品
は
歴
史
と
自
然
の
原
因
で
ほ 

と
ん
ど
絶
滅
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
偶
然
に
逢
え 

る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
捜
し
求
め
る 

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。 

  



雷
拳
解
説 

三
十
一
式 

雨
燕
軽
飛 

（
う
え
ん
け
い
ひ
） 

 

拳
名
の
意
味 

雨
が
降
る
前
に
よ
く
燕
が
飛
ぶ
姿
を
見
ま
す
。 

そ
の
姿
が
軽
霊
、
飄
逸
で
す
。 

歓
び
の
気
持
ち
。 

雨
が
降
る
前
に
自
然
の
寧
静
、
深
沈
、
静
か
な
世 

界
に
霊
動
感
覚
を
与
え
る
。 

世
界
が
活
力
で
満
ち
る
。 

燕
の
軽
飛
で
宇
宙
の
生
命
力
が
表
れ
ま
す
。 

姿
勢 

左
足
を
右
膝
の
前
ま
で
上
げ
る
。 

左
手
は
右
手
首
を
押
し
な
が
ら
空
に
飛
び
上
が
る
。 

呼
吸 

吸
う
。 

意
念 

雨
が
降
る
前
に
燕
が
軽
や
か
に
空
へ
飛
び
上
が
る
。 

自
分
自
身
が
燕
に
な
る
。 

 

三
十
二
式 

貴
妃
酔
酒 

（
き
ひ
す
い
し
ゅ
） 

 

拳
名
の
意
味 

楊
貴
妃
は
唐
代
（
紀
元
６
１
８
～
９
０
６
） 

有
名
な
美
人
貴
妃
で
す
。
唐
美
人
は
、
ふ
く
よ
か 

な
人
が
人
気
で
す
。 

貴
妃
に
な
る
人
た
ち
は
身
が
柔
ら
か
く
、
歌
が
堪 

能
で
踊
り
が
上
手
で
あ
る
こ
と
は
当
た
り
前
の
条 

件
で
す
。 

貴
妃
酔
酒
は
楊
貴
妃
が
お
風
呂
か
ら
あ
が
っ
て
、 

お
酒
を
飲
ん
で
、
少
し
酔
っ
て
い
る
状
態
の
表
現 

で
す
。 

全
身
の
関
節
を
放
松
（
リ
ラ
ッ
ク
ス
）
。 

身
は
風
の
中
の
柳
の
よ
う
に
左
右
に
揺
れ
動
く
。 

身
の
曲
線
を
充
分
に
表
現
す
る
。 

 

姿
勢 

左
足
は
右
膝
の
前
に
落
と
す
。 

両
膝
は
軽
く
挟
む
。 

身
は
す
べ
て
酔
う
よ
う
に
左
右
左
へ
揺
ら
す
。 

呼
吸 

左
呼
、
右
吸
。 

意
念 

身
は
気
持
ち
良
く
、
気
で
酔
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

于
雷
先
生
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
で
す
。

皆
様
の
パ
ソ
コ
ン
や
ケ
ー
タ
イ
電
話
に
登
録
し
て

い
た
だ
き
、
定
期
的
に
ご
訪
問
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【h
ttp

:/
/
yu

re
i-

k
ik

o
u

.c
o
m

】 

http://yurei-kikou.com】/


〝
小
満
〟
の
節
季
に
お
す
す
め 

薬 

膳 

黄
瓜
三
絲
湯 

材 

料 

き
ゅ
う
り
２
本
、
豚
肉
５
０
㌘ 
、
春
雨
１
０
㌘
、

生
姜
５
㌘
、
塩
少
々
、
味
の
素
少
々
。 

作
り
方 

１
、
き
ゅ
う
り
を
細
く
切
る
。
春
雨
は
お
湯
で
少

し
ゆ
で
る
。
肉
は
細
く
切
る
。 

２
、
油
で
生
姜
と
肉
を
炒
め
、
水
５
０
０
㏄
を
入

れ
て
煮
た
っ
た
ら
春
雨
と
き
ゅ
う
り
を
入
れ

て
塩
と
味
の
素
で
味
付
け
す
る
。 

効 

能 

清
熱
潤
肺
・
補
血
養
肝 

特
に
季
節
湿
気
が
強
い
原
因
の
皮
膚
病
に
良
い
。 

咳
・
気
管
支
炎 

夏
に
良
い
薬
膳
で
す
。 

養
生
要
領 

５
月
２
１
日
は
小
満
と
い
い
ま
す
。 

大
麦
小
麦
な
ど
夏
の
作
物
は
ま
だ
未
完
熟
な
実
り 

で
す
が
、
小
さ
な
幸
せ
に
喜
び
を
感
じ
て
満
足
す 

る
こ
と
が
小
満
で
す
。 

 

お
知
ら
せ 

気
功
塾 

七
月
第
一
週
目
（
７
／
６
）
か
ら
ス
タ
ー
ト 

内
気
外
放
の
技
術
を
中
心
に
気
功
総
論
、
気
の

使
い
方
、
入
気
の
要
領
等
の
実
技
を
美
容
気
功
を

通
し
て
于
雷
気
功
大
師
が
手
ほ
ど
き
致
し
ま
す
。 

 

魅
力
あ
る
講
座
に
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。 

 
夏
の
練
功
会 

七
月
二
十
一
日
（
日
曜
日
） 

会
場 
新
町
自
治
会
館 

午
後
１
時
～
６
時
迄 

 

于
雷
先
生
の
講
演 

 

「
超
覚
感
知
能
力
」 

 

各
ク
ラ
ス
の
気
功
表
演 

 

お
楽
し
み
薬
膳
パ
ー
テ
ィ 

 

朝
練
風
景
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
❤ 

           

月
刊｢

氣｣

の
目
的
は
皆
様
と
の
心
の
交
流
で
す
。 

皆
様
が
ど
ん
な
こ
と
を
思
い
、
悩
ん
で
い
る
か
を

分
か
ち
合
う
場
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

月
刊｢

気｣

の
発
行
が
、
皆
様
と
一
緒
に
楽
し
み
に
、

よ
り
良
い
形
で
長
く
続
く
よ
う
に
皆
様
の
応
援
を

お
願
い
致
し
ま
す
。
一
人
一
部
以
上
の
購
入
を
お

願
い
し
ま
す
。
応
援
価
格 

一
部 

二
〇
〇
円 

編
集
責
任
者 

 

于 

雷 

編
集
ス
タ
ッ
フ 

植
松 

惠
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
林 

達
志 

他 

連
絡
先 

☎
０
９
０
・
２
９
３
６
・
７
１
３
４ 

【香功で芍薬から採気】 


